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ミレニアム宣言のビジョンを実現
するために必要な戦略、イニシア
ティブ、資金調達を推し進めるな
かで、世界は、ケアと保護をもっ
とも必要としている子どもたち̶
̶排除され、見えない存在となっ
ている子どもたち̶̶が忘れ去ら
れることを許してはならない。
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　国連はその創設以来、世界の子どもたちのためにより良く、より安全で、より平和な世界を築こうと努め、また各国
政府に対しては、自国の若き市民の自由と幸福に対する責任を果たすよう迫ってきた。

　国連60周年を機にミレニアム宣言とミレニアム開発目標を実現するという約束を再確認するなかで、私たちは子ども
がこの取り組みにおいて中心的な位置を占める存在であることも再確認している。国連は、私たちの世代のために存在
するという以上に、未来の世代のために存在しているのである。

　今年の『世界子供白書』は、ユニセフの60周年の始まりと時を同じくして刊行される。白書が光を当てるのは、人々
の目から隠され、あるいは目に見えていてもないがしろにされることの多い世界――脆弱性と排除に彩られた世界であ
る。そして白書は、私たち全員に、子どもたちの権利実現のために声を上げ、私たちの保護を必要としている子どもた
ちのために行動するよう求めている。

　ミレニアム開発目標に関わる活動が始まってから５年が経過し、これらの目標が多くの形で子どもたちに関係してい
ることがわかってきた。子どもたちのために成果を収めることができれば――子どもたちとの約束を果たし、子ども時代、
健康、教育、平等および保護に対する権利をすべての子どもが享受できるようになれば、あらゆる年齢層の人々のため
に成果を収めることができるはずである。私たちにはそれができると信じている。

コフィ・A・アナン
国連事務総長
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まえがき
　ユニセフが毎年発行している『世界子供白書』はこれまで、HIV／エイズ、
女子教育、栄養、児童労働、乳幼児期の発達といった具体的問題に焦点を当
ててきた。それらを総合すれば子どもたちのために大いなる進展があったと
言うことができるが、いまなお前進が決定的に必要な分野も存在している。

　今年の白書は、過去の成果を享受することができなかった数百万人の子ど
もたち、排除され、あるいは「姿の見えない」子どもたちを取り上げる。教
育や命を救ってくれるワクチン接種を受けることができない子ども、十分な
保護を受けられずにいる子どもたちのことである。子どもたちに必要なサー
ビスを届けようと大きな努力が払われているにも関わらず、いまだに数百万
人の子どもたちが毎年命を落としているのだ。

　世界は、ミレニアム開発目標という形で、よりよい未来を創るためのロードマップ（道筋）を作り、合意した。これ
は、2000年に189カ国が採択したミレニアム宣言から派生したものである。ミレニアム開発目標では、極度の貧困と飢
餓、乳幼児・妊産婦死亡率、HIV／エイズその他の疾病に対処するための数値目標が掲げられるとともに、普遍的初等
教育の普及、ジェンダーの平等、持続可能な環境の創出、開発のためのグローバル・パートナーシップを2015年までに
促進することとされている。ミレニアム開発目標は、平和・安全保障・連帯・共同責任が成り立つ世界というミレニア
ム宣言のビジョンを現実のものとするための枠組みなのである。

　このビジョンを実現することができるかどうか、私たちはいま、その重要な岐路に立っている。実現することができ
れば、その成果は大きい。ミレニアム開発目標が達成されれば、2015年までに推定５億人が貧困から脱し、２億5,000
万人が飢餓を免れ、５歳の誕生日を超えて生きることはなかったはずの3,000万人の子どもたちの命が失われずにすむ。

　ミレニアム開発目標は、極度の貧困と飢餓の根絶から安全な飲み水の供給に至るまで、ひとつひとつが子どもたちの
健康・幸福に関連している。これらの目標を達成することができなければ、今を生きる子どもたちにとっても、また彼
らが子ども時代を生きのびておとなになったときにも、破滅的な帰結が待ち受けているだろう。

　現在の進捗度では、たとえば、2015年にもおよそ870万人の5歳未満の子どもたちが死亡することになる。けれども
乳幼児死亡率の削減目標を達成することができれば、そのうち380万人の子どもの生命を救うことができる。このように、
ミレニアム開発目標を達成できるかどうかは数百万人の子どもたちにとって生死に関わる問題であり、前進するか後退
するかという問題にほかならない。また、目標の達成は、子どもたちが暮らす国や社会の発展のためにも不可欠である。

　ただし、ミレニアム開発目標の達成に力を入れるあまり、たとえ目標が達成されたとしても取り残されてしまう数
百万人の子どもたちを見過ごすことになってはならない。それは、もっとも援助を必要としている子どもたち̶̶もっ
とも貧しく、もっとも脆弱な立場に置かれ、搾取・虐待されている子どもたちのことである。

　このような子どもたち̶̶いまのところその多くは法律、プログラム、調査研究、予算の埒外に置かれている̶̶に
手を差し伸べるには大きな困難がともなう。けれども、この挑戦に正面から向き合って初めて、私たちは子どもたちと
の約束を果たすことが可能になる。

　ミレニアム開発目標は子どもたちが必要不可欠なサービスや保護を受け、より多くの参加の機会を得られるようにな
るための触媒にはなるが、それ自体が目的なのではない。私たちは、世界中の子どもたちがよりよい世界で生きていけ
るよう、できる限りの努力を尽くさなければならない。子どもたちは、その努力にふさわしい存在なのである。
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アン・M・ベネマン
ユニセフ事務局長




